








はじめに

　　進行性筋ジストロフィー症をはじめ諸種進行性筋萎縮の病因・病態・治療

に関する研究には.近縁疾患とくに遺伝性先天性ミオパチーとの比較が重要な

課題の 1つとなっている.

　　Central care disease は Shy および Magee(1956)以未、欧米症例について

漸次報告が蓄積されているが,本邦人患者については従来その報告をみていな

い.我々は昨年の本班会議において,本邦患者初例を報告したが,最近再び本症

の別家系 1例を経験した.両者の比較検討の結果,いくつかの重要な知見が得ら

れたので報告し,考察を加える.


